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“例年より２週間早く、梅開花” “例年より２週間早く、梅開花” 

２月４日、ふれあいの森で例年より２週間早く“町の花”梅が開花しました。　２月４日、ふれあいの森で例年より２週間早く“町の花”梅が開花しました。

４月は統一地方選挙が行われます  …………２Ｐ
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阿久比町議会議員一般選挙阿久比町議会議員一般選挙
立候補予定者説明会立候補予定者説明会

今
年
は
「
統
一
地
方
選
挙
」
の
年
で
す
。

阿
久
比
町
で
は
、
次
の
と
お
り
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
直
接
関
係
す
る
大
切

な
選
挙
で
す
。
投
票
日
に
は
、
棄
権
す
る

こ
と
な
く
投
票
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

□
愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

四
月
八
日（
日
）

□
阿
久
比
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

四
月
二
十
二
日（
日
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
町
選
挙
管
理
委
員
会　

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
０
７
・
２
３
７
）

板
山 

東
部
線 

至半田 

至名古屋 

至知多 

草木小学校 

西尾知多線 

至阿久比インター 

草木公民館 

坂部駅 

英比小学校 ふれあいの森 

N

N

※注意してください。 
英比投票所は、 
英比小学校に戻ります。 

※注意してください。 
草木投票所は、 
草木公民館に変わります。 

投票率６１．２６％　当日有権者数２０,０９３人
得票数所属政党候補者名
６,６２０無所属神田　真秋
７０３無所属あべ　精六

４,８８１無所属石田よしひろ
１２,２０４得 票 総 数

無効１０５　　投票総数１２,３０９　　持ち帰り０

住んでいる地区投票所投票区
横松・萩・宮津東 部 小 学 校東　 部
宮津団地・宮津山田宮 津 保 育 園宮津団地
板山・福住・福住園高台
坂部・阿久比団地※英比小学校英　 比

高根台高根台集会所高 根 台
白沢・白沢台・メイツ巽ヶ丘白 沢 区 民 館白　 沢
草木※草木公民館草　 木
卯之山・阿久比・椋岡・矢口中央公民館南館阿 久 比
高岡・植・大古根南 部 小 学 校南　 部

投　票　場　所

※　英比投票所は、英比小学校に戻ります。
※　草木投票所は、草木公民館に変わります。

２月４日執行愛知県知事選挙　阿久比町結果

　４月２２日に行われる阿久比町議会議員一般選挙
の立候補予定者説明会を次のとおり開催します。

� � � � 皆さんの投票場所です � � � �

※　会場の都合もありますので、参
　加者は、候補者１人につき３人以
　内でお願いします。 

■日　時 
 
 
■場　所 

３月２８日（水） 
午後１時３０分開始 
 
中央公民館本館３０１ 
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「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
」

ふ
ぅ
っ
と
息
を
ふ
き
か
け
て

し
ゃ
ぼ
ん
玉
よ

夢
を
の
せ
て
飛
ん
で
い
け
っ

心
の
し
ゃ
ぼ
ん
玉
は

ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も

空
高
く
飛
ん
で
る
よ

雨
の
日
だ
っ
て

夢
を
の
せ
て
飛
ん
で
い
る
ん
だ

が
ん
ば
っ
て
頂
上
を
め
ざ
せ
ば

き
っ
と
夢
は
か
な
う
は
ず

わ
れ
て
も

ま
た
新
し
い
し
ゃ
ぼ
ん
玉
に

夢
を
の
せ
て

空
へ
は
ば
た
い
て
い
こ
う

（
東
部
小
学
校
四
年　

佐
藤
真
紀
）

　
「
友
達
っ
て
大
切
」

一
人
で
な
や
ん
で
い
る
時

さ
み
し
い
時

友
達
が

声
を
か
け
て
く
れ
る

で
も
友
達
が
い
な
い
と

だ
れ
も

声
を
か
け
て
く
れ
な
い

一
人
っ
て

と
っ
て
も
と
っ
て
も

さ
み
し
い

友
達
っ
て
い
い
な
ぁ

友
達
っ
て
大
切
だ
よ
ね
ぇ

（
草
木
小
学
校
五
年　

鈴
木　

萌
）

「
大
人
の
も
う
少
し
は
長
い
」

お
母
さ
ん
に
ま
だ
つ
か
な
い
と
聞
い
た
ら

も
う
少
し
で
つ
く
と
言
わ
れ
た

言
っ
て
か
ら　

分
30

ま
だ
と
聞
い
た
ら

「
も
う
少
し
」
と

同
じ
答
え
が
か
え
っ
て
く
る

大
人
の
も
う
少
し
は
長
い

も
う
少
し

も
う
少
し

も
う
少
し
と
い
っ
て
も
つ
か
な
い

「
い
つ
に
な
っ
た
ら
つ
く
の
」

も
う
少
し

（
英
比
小
学
校
五
年　

宮
木
恭
亮
）

「
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
」

お
母
さ
ん
の

お
な
か
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
私

そ
れ
は
た
っ
た
ひ
と
り
の
私

生
ま
れ
て
き
た
か
ら
今
が
あ
る

生
ま
れ
て
き
た
か
ら
幸
せ
が
あ
る

生
ま
れ
る
っ
て
す
ば
ら
し
い

生
ま
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝

（
南
部
小
学
校
六
年　

榎
本
葉
瑠
香
）

　
「
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

ゆ
っ
く
り
深
呼
吸
を
し
て

最
後
の
舞
台
に
立
つ

大
丈
夫　

私
は
一
人
じ
ゃ
な
い

舞
台
の
上
に
は
仲
間
た
ち
が
い
る

大
丈
夫　

私
た
ち
な
ら
で
き
る

後
悔
は
絶
対
に
し
た
く
な
い
ん
だ

先
生
の
指
揮
で　

曲
が
始
ま
っ
た

先
生
が
笑
っ
て
い
る

そ
し
て　

そ
の
胸
の
前
に
は

小
さ
な
O
K
サ
イ
ン

な
ん
だ
か　

泣
き
そ
う
に
な
っ
た

（
阿
久
比
中
学
校
三
年　

瀧
塚
友
梨
）

阿
久
比
町
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
小
学
校
四
年
生
か
ら
中
学
生
ま

で
を
対
象
に
、
子
ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
た
詩
を

夏
休
み
と
冬
休
み
の
二
回
募
集
し
、
詩
集
「
心
の
う
た
」
と
し
て
、
冊
子
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

詩
集
「
心
の
う
た
」
は
、
三
月
下
旬
か
ら
中
央
公
民
館
本
館
と
町
立
図
書

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
６
２
）

〜
平
成　

年
度
応
募
作
品
か
ら

１８
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●交通安全に気を付けてね

２月８日、城山保育園年長園児 17人が阿久比交番
を訪れました。
園児たちは４月から小学校へ入学します。交番の位

置を確認するために交通安全の訓練をしながら、保育
園から歩いて交番へ出掛けました。
園児たちが「いつも私たちを守ってくれてありがと

う」と警察署職員にあいさつをすると、「小学生になっ
たら、知らない人には付いていってはだめですよ。交
通安全に気を付けて学校に通ってくださいね」と警察
署職員が園児たちに話し掛けていました。

警察署職員の話を聞く城山保育園児たち

●園児が紙すきでカード作りを体験

阿久比町商工会青年部が地域への貢献事業として企
画した「紙すきでカード作り」が、ほくぶ幼稚園、東
部保育園、南部保育園、英保育園で行われました。
園児たちは青年部の指導で、ミキサーで溶かしたパ

ルプを木枠に流し込み、はがきの大きさ程度に形を整
え、アイロンで水分を取り除き、乾かしてカードを完
成させました。
２月 13日、紙すきを体験した英保育園年長児たち

は、出来上がったカードに手紙を書いて、卒園前に保
護者へ手渡すそうです。

紙すきを体験する園児と商工会青年部

●施設の高齢者と園児がふれあう ●杉山さんスポーツの魅力について語る

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

２月７日、草木保育園年長児 24人が老人保健施設
メディコ阿久比（草木）で入所者のために開かれた
「誕生会」に参加し、三宅島太鼓の演奏や踊りなどを
披露しました。
草木保育園とメディコ阿久比は、年に数回交流の場

を設けて園や施設を行き来しています。
園児が誕生会に参加した入所者全員に、手作りの首

飾りのプレゼントをすると涙ぐむ高齢者もいました。

高齢者の前で力強く太鼓をたたく園児たち

２月１７日、エスペランス丸山で文部科学省がスポー
ツ振興基本計画で示す「総合型地域スポーツクラブ」
の説明会と元ＮＨＫアナウンサーで相撲ジャーナリスト
の杉山邦博さんの講演会が開かれました。
この日は約４００人の参加者があり、説明会では町教育

委員会が、２０１０年までに「総合型地域スポーツクラブ」
を設立するまでの町の計画などを発表しました。
講演会では杉山さんが「スポーツ、その魅力」と題

して講演し、今までに出会ったスポーツ選手たちにつ
いて「素晴らしい結果を残した選手の共通点は、記録
は一つの通過点だととらえ、常に先を見据えて目的意
識を持っています」と話していました。

講演を行う杉山邦博さん

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ �������
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� �
� �
� �

シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
は
、
総
合
的
な
学

習
研
究
部
会
で
す
。

�
阿
久
比
町
小
中
学
校
の
総
合
的
な
学
習

の
実
施
状
況
や
教
員
を
対
象
に
行
っ
た
実

態
調
査
か
ら
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

一
、
目
指
す
生
徒
像

　
　
　
　
　
　
（
十
五
歳
像
）

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

方向性 ⑥ 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

ス
ロ
ー
ガ
ン　

「
見
つ
め
よ
う
『
自
分
』、

見
つ
け
よ
う
『
生
き
る
道
』」

①　

地
域
や
社
会
の
問
題
に
興
味
を
持

ち
、
主
体
的
に
問
題
を
追
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
生
徒

②　

地
域
や
人
と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
、
謙
虚
に
学
び
、
自

己
を
高
め
よ
う
と
す
る
生
徒

③　

各
教
科
で
身
に
付
け
た
知
識
・
技

能
・
考
え
方
を
総
合
し
、
自
ら
の
考

え
を
練
り
上
げ
、
そ
れ
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
生
徒

　

次
の
五
つ
の
提
案
・
提
言
が
さ
れ
ま
し

た
。 三

、
課
題
解
決
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　

提
案
・
提
言

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
２
）

�

�

�

�

���������

���������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

学校祭で盛り上がる中学生

計
画
な
ど
が
明
確
で
は
な
い
。

④　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
調
べ
学
習

が
深
ま
り
に
く
い
。

⑤　

体
験
か
ら
学
習
へ
の
深
ま
り
が
な

い
。

⑥　

キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
位
置
付
け
が

さ
れ
て
い
な
い
。

�

�

�

�

��������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

①　

総
合
的
な
学
習
の
イ
メ
ー
ジ
ビ
デ

オ
「
そ
う
ご
う
っ
て
な
ー
ん
だ
」
の

作
成
と
活
用　
　
　
　
　

・　

小
学
校
三
年
生
の
導
入
期
に
、
問

題
解
決
的
な
学
習
方
法
の
定
着

・　

「
課
題
」
の
た
て
方
、「
追
求
」
の

仕
方
、「
発
表
」
の
仕
方
を
イ
メ
ー
ジ

化
②　

問
題
解
決
的
な
学
習
を
展
開
す
る

た
め
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成

・　

単
元
作
成
、
学
習
評
価
の
目
安

③　

学
習
ス
キ
ル
の
中
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
利
用
指
導
の
作
成

・　

小
学
校
三
年
生
か
ら
実
施

④　

四
小
学
校
が
実
践
す
る
統
一
単
元

の
実
施

・　

三
年　

阿
久
比
た
ん
け
ん
た
い
〜

調
べ
て
み
よ
う
阿
久
比
の
す
て
き
〜

・　

四
年　

二
分
の
一
成
人
式
を
し
よ

う
・　

五
年　

お
米
を
育
て
よ
う
〜
一
本

二
、
追
求
す
る
課
題

実
態
調
査
や
分
析
か
ら
、
追
求
す
る

課
題
を
次
の
六
つ
に
絞
り
込
み
、調
査
・

研
究
・
試
行
を
行
い
ま
し
た
。

①　

問
題
解
決
的
な
学
習
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
が
あ
る
。

②　

生
き
方
を
考
え
る
学
習
に
な
っ
て

い
な
い
。

③　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
指
導
の
教
育

お
わ
り
に

四
月
か
ら
五
つ
の
部
会
か
ら
提
案
・
提
言

を
受
け
た
内
容
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

毎
年
見
直
し
を
行
い
、
よ
り
よ
い
実
施

の
在
り
方
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

阿
久
比
町
の
子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
力

を
身
に
付
け
て
成
長
す
る
よ
う
に
、
学
校

の
先
生
、
保
護
者
、
地
域
の
方
と
連
携
し

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

の
苗
か
ら
広
が
る
世
界
〜

・　

六
年　

見
つ
め
よ
う
自
分
、
見
つ

け
よ
う
生
き
る
道

小学校と保育園の交流会
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阿
久
比
町
地
域
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
自

主
防
災
会
、
事
業
所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
協
力
を
得
て
、
各
団
体
の
防
災
に
関

す
る
取
組
状
況
や
意
向
な
ど
を
把
握
し
、

今
後
の
連
携
方
法
の
検
討
材
料
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

○
調
査
状
況

５７ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

ボランティア
団体

事業所
自　主
防災会

２１団体５０団体２２団体配布数

２０団体３８団体１９団体回収数

９５％７６％８６％回収率

・現状と今後の意向
・地域や他の団体との連携について

内　容

郵送による配布・回収
調査時期　平成１８年８月２５日～９月１５日

各
種
団
体
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

○
災
害
時
に
事
業
所
が
自
主
防
災
会
や
行

政
に
協
力
で
き
る
こ
と

災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
事
業
所
が
自

主
防
災
会
や
行
政
に
協
力
で
き
る
こ
と
は
、

「
会
議
室
・
駐
車
場
な
ど
の
避
難
場
所
と

し
て
の
開
放
」、「
医
療
・
福
祉
・
技
術
者

な
ど
の
専
門
家
の
派
遣
」、「
ス
コ
ッ
プ
・

　町民の皆さんに、災害に関する情報や台風などの気象
情報を迅速、的確にお知らせするために、「あんしん・防
災ねっと」を開設しています。

 災害時緊急メール 

　自分の携帯電話のメールアドレスを登録することで、
町から発信する防災の緊急情報などをメールでお知らせ
します。
※　災害時緊急メール登録者数８７１人（２月１５日現在）

　インターネット接続画面からアドレス
を入力してください。
☆アドレス
　http://www.anshin-bousai.net/agui/
※　すべての携帯電話端末に対応してい
ます。

※　阿久比町のＨＰからも閲覧できます。
☆阿久比町のＨＰアドレス
　http://www.town.agui.lg.jp

会議室・駐車場などの 
避難場所としての開放 
医療・福祉・技術者 
などの専門家の派遣 

スコップ・工具・毛布・発電機
など防災用品の提供 

従業員などのボランティア
としての派遣 

食糧・飲料水の提供 

寄付などの金銭的支援 
 

その他 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

47.4％ 47.4％ 

39.5％ 39.5％ 

31.6％ 31.6％ 

26.3％ 26.3％ 

7.9％ 7.9％ 

5.3％ 5.3％ 

10.5％ 10.5％ 

事 業 所  

（回答数=38） 

工
具
・
毛
布
・
発
電
機
な
ど
防
災
用
品
の

提
供
」、「
従
業
員
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
の
派
遣
」
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
日
ご

ろ
か
ら
、
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

○ 
地
域
や
他
の
団
体
と
の
連
携
に
つ
い

て
の
問
題
・
課
題

自
主
防
災
会
で
は
、
会
長
が
毎
年
替
わ

る
た
め
、
恒
久
的
な
組
織
に
な
り
に
く
く
、

災
害
発
生
時
の
役
割
分
担
や
指
示
系
統
が

明
確
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
地
域
、
行

政
、
団
体
間
の
情
報
交
換
・
交
流
の
機
会

が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

地
元
の
消
防
団
や
赤
十
字
奉
仕
団
な
ど

が
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な
動
き
を
す
る
の

か
、
地
域
と
の
連
携
を
具
体
的
に
把
握
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

○ 
地
域
や
他
の
団
体
と
の
連
携
に
つ
い

て
の
今
後
の
取
り
組
み
意
向

今
後
、
地
域
や
他
の
団
体
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
定
期
的
な
交
流
会
や
情
報
交

換
会
の
開
催
に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
密

に
す
る
こ
と
や
、
講
演
会
な
ど
を
通
じ
て

防
災
の
リ
ー
ダ
ー
の
充
実
を
図
る
こ
と
、

地
域
と
団
体
が
合
同
で
防
災
活
動
や
訓
練

に
取
り
組
む
意
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
行
政
が
支
援
し
、
地
域

の
防
災
力
を
総
合
的
に
高
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

◇　
　
　
　
　
　
　
　

◇

今
回
で
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
掲
載
は
終

了
し
ま
す
。

阿久比町
あんしん
防災
ねっと

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報をををををををををををををををををををををををををををををををを防災緊急情報を
携帯電話で
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切
な
歯
を
で
き
る
だ
け
失
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

『
歯　
 
編
』

食
べ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。

お
い
し
く
味
わ
っ
て
食
べ
る
の
に
欠
か

せ
な
い
の
が「
歯
」で
す
。歯
の
役
割
は
、笑

顔
を
つ
く
り
、
会
話
を
楽
し
む
た
め
に
も

と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。
一
生
使
う
大

□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

１０年後の目標値現　状

６０．０％
４７.２％

（男性　高齢期）
３１．４％

（女性　高齢期）

①２０本以上歯がある
人の割合

２５．０％
青年期　１２．５％
壮年期　１９．３％
高齢期　１７．９％

②年に１回歯科健診
を受けている人の
割合

９０．０％
青年期　４９．２％
壮年期　５８．３％
高齢期　４８．０％

③８０２０運動を知って
いる人の割合

み
ん
な
で
達
成
し
よ
う
！

いつまでも歯を大切に いつまでも歯を大切に 

み
ん
な
で
目
指
す
目
標

い
つ
ま
で
も
食
べ
た
い

物
が
食
べ
ら
れ
る

「
８
０
２
０
（
は
ち
ま
る
に
い
ま
る
）

運
動
」
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

こ
れ
は
「
八
十
歳
で
二
十
本
以
上
の
歯

を
残
そ
う
」
と
い
う
運
動
で
す
。
二
十
本

以
上
の
健
康
な
歯
が
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

の
食
べ
物
を
自
分
の
歯
で
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
て
も
お
い
し
く
食
べ
た
い

物
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
若
い
う
ち
か

ら
歯
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

あ
な
た
の
日
常
生
活
は
、
歯
に
と
っ
て

よ
い
生
活
で
し
ょ
う
か
。
歯
の
健
康
度

チ
ェ
ッ
ク
で
、
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

どちらか選んでください
項　　　目

いいえはい

４０歯ぐきがはれることがある

３０歯がしみることがある

３０間食をよくする

０３趣味がある

０２かかりつけの歯医者がいる

０１
歯の治療を早めに受けるように
している

１０歯ぐきから出血することがある

０１歯磨きを１日２回以上している

０１自分の歯ブラシがある

１０タバコを吸う

歯の健康度チェック

１０点以下 ：歯にとって問題があります。歯医者のアド
バイスを受け、生活習慣を見直しましょう。

１１～１５点以下：歯にとって問題が起きやすくなっています。
生活習慣を見直し健康な歯を守りましょう。

１６点以上 ：歯にとってよい生活をしていて、歯も健康
です。

★１６点以上の方は、自分の歯が残りやすいといわれていま
す。０点の項目の生活習慣を見直してみましょう。

１０年後の目標

現状値は「健康日本２１あぐい計画アンケート」による。

▼「はい」と「いいえ」を
合計してみましょう　　

（　　　）＋（　　　）＝（　　点）
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日にち　２月１７日（土）

小学３年生～６年生の２０人を対象に「国際交流クラ
ブ　イギリス編」を開講しました。
イギリスの家庭料理やイギリス発祥のスポーツなど

の話を聞いたり、バナナケーキ作りやクイッククリ
ケットをしたりして、イギリスの国を勉強しました。
クリケットをするのは初めてでしたが、みんなで楽

しくプレイできました。

日にち　２月１０日（土）

小学３年生～６年生の３５人を対象に「理科おもしろ
実験教室」を開講し、エナメル線や磁石などを使った
「簡易モーターづくり」とヒイラギなどの葉の葉脈だ
けを取り出して作る「葉脈標本のしおりづくり」にチャ
レンジしました。
阿久比町に勤める教職員理科部員の指導のもと、楽

しい理科の実験に、子どもたちも夢中になっていまし
た。みんな理科が好きになってくれたかな。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももももチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジスススススススススススススススススススススクククククククククククククククククククククーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣ
「理科おもしろ実験教室」「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国 際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際 交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交 流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流 ククククククククククククククククククククク ラララララララララララララララララララララ ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ 」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

戦
国
時
代
に
阿
久
比
で
生
誕
し
た
三
兄
弟

戦
国
時
代
、
阿
久
比
の
坂
部
城
で
生
を
う
け
、
後
に
そ
れ
ぞ
れ
が
全
国
各
地
で
活
躍
し

た
三
兄
弟
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

彼
ら
は
、
坂
部
城
主
・
久
松
俊
勝
と
於
大
の
方
の
長
男
「
康
元
」、
次
男
「
康
俊
」、
三

男
「
定
勝
」
で
す
。
そ
ん
な
彼
ら
を
今
回
か
ら
全
三
回
で
紹
介
し
ま
す
。

　

長
男　
　
 
松 
平 　

ま
つ    
だ
い
ら

 
康  
元 

や
す 
も
と

天
文
二
十
一
（
一
五
五
二
）
年
父
は
坂

部
城
主
久
松
俊
勝
、
母
は
於
大
の
方
（
伝

通
院
）
の
長
男
と
し
て
誕
生
。
幼
名
は
勝

元
。
江
戸
幕
府
初
代
将
軍
、
徳
川
家
康
は

異
父
兄
に
あ
た
り
ま
す
。

永
禄
三
（
一
五
六
〇
）
年
五
月
、
今
川

義
元
の
人
質
と
し
て
、
駿
府
か
ら
京
都
を

目
指
し
西
征
中
、
坂
部
城
を
訪
れ
た
異
父

兄
の
松
平
元
康
（
後
の
家
康
）
は
、
生

母
・
於
大
の
方
と
感
激
の
再
会
を
果
た
し

ま
す
。
勝
元
が
八
歳
の
時
で
し
た
。

元
康
は
勝
元
は
じ
め
異
父
弟
た
ち
を
大

変
か
わ
い
が
り
、
勝
元
は
元
康
か
ら
一
字

を
も
ら
っ
て
「
康
元
」
に
改
名
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
松
平
姓
を
名
の
る
こ
と
を

許
さ
れ
ま
し
た
。（
感
激
の
再
会
の
数
日
後
、

織
田
信
長
の
奇
襲
に
あ
っ
た
今
川
義
元
は

桶
狭
間
の
戦
い
で
戦
死
。
元
康
は
於
大
の

方
の
計
ら
い
に
よ
り
無
事
岡
崎
城
ま
で
帰

還
で
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。）

天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
康
元
三
十

八
歳
の
時
、
落
城
後
の
小
田
原
城
の
守
備

に
あ
た
り
、
同
年
下
総
国
（
現
在
の
千
葉

県
）
関
宿
藩
二
万
石
、
翌
天
正
十
九
年
に

は
四
万
石
の
所
領
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
康
元
四
十
八

歳
の
時
、
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
の
戦
い

で
は
、
家
康
の
代
理
と
し
て
江
戸
城
の
留

守
居
役
を
務
め
、重
責
を
果
た
し
ま
し
た
。

慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
康
元
死
去
。

享
年
五
十
二
歳
。
墓
所
は
千
葉
県
野
田
市

の
宗
英
寺
。

若
い
こ
ろ
は
異
父
兄
の
家
康
と
共
に
戦

に
明
け
暮
れ
る
毎
日
で
し
た
が
、
晩
年
は

落
ち
着
い
た
日
々
を
過
ご
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
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「『
・
・
・ 
木  
下  
藤  
吉 
郎
   

や

き
の 
し
た 
と
う 
き
ち 
ろ
う

 
兄 
者

あ
に   

た
ち
、

じ
ゃ

水
野
ど
の
や
久
松
ど
の
ま
で
取
り
な
し
て

く
だ
さ
れ
た
の
だ
が
、
き
つ
い
お
怒
り
は

解
け
そ
う
も
な
い
・
・
・
』。

『
・
・
・
お
力
落
と
し
は
な
さ
れ
ま
す

る
な
。
い
つ
か
は
、
き
っ
と
お
許
し
が
出

ま
し
ょ
う
ほ
ど
に
・
・
・
』。

『
こ
こ
で
し
ば
ら
く
縁
者
の 
前  
田  
与 

ま
え 
だ 

よ

 
十 

じ
ゅ
う 

郎 
ど
の
の
も
と
に
置
い
て
も
ら
っ
て
、

ろ
う

そ
な
た
た
ち
に
も
い
か
い
世
話
に
な
っ
た

が
、
近
く
美
濃
攻
め
に
か
か
ら
れ
る
に
違

い
な
い
か
ら
、 
荒 
子
で
次
の
機
を
伺
い
た

あ
ら

い
。
そ
れ
で
、 
多  
左  
衛  
門 
ど
の
に
頼
み
が

た 

ざ 

え 
も
ん

あ
る
。
こ
れ
な
る
刀
一
振
り
と
旗
一
流
は
、

わ
し
が
こ
た
び
の
戦
に
用
い
た
品
、
戦
勝

御
礼
と
心
願
成
就
を
祈
る
た
め
、
ご
神
前

に
奉
納
し
た
い
と
思
う
の
だ
が
・
・
・
』。

『
は
い
、
確
か
に
私
が
お
預
か
り
い
た

し
、
末
永
く
ご
神
宝
と
し
て
お
守
り
い
た

し
ま
し
ょ
う
』。

多
左
衛
門
は
、
街
道
を
次
第
に
小

さ
く
遠
ざ
か
っ
て
行
く
馬
上
の
影
を
目
で

追
い
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
立
ち
す
く
ん

で
お
り
ま
し
た
。『
阿
久
比
の
昔
話　

鎮
守

の
神
宝
』
か
ら
」。

戦
国
時
代
の
武
将
で
加
賀
百
万
石
の
礎

を
築
い
た
前
田
利
家
が
�
刀
一
本
と
旗
一

片
�
を
寄
進
し
た
と
言
わ
れ
る
話
が
残
る

草
木
地
区
の
八
幡
神
社
を
訪
ね
た
。

前
田
利
家
は
尾
張
国
荒
子
（
現
在
の
名

古
屋
市
中
川
区
）
の
出
身
。
永
禄
二
（
一

五
五
九
）
年
、
主
君
織
田
信
長
が
か
わ
い

が
る
家
臣 
十 

じ
ゅ
う 

阿  
弥 
を
斬
殺
し
て
し
ま
い
、

あ 

み

信
長
か
ら
出
仕
停
止
処
分
を
受
け
浪
人
暮

ら
し
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
永
禄
三
（
一

五
六
〇
）
年
、
桶
狭
間
の
合
戦
で
信
頼
を

取
り
戻
そ
う
と
東
奔
西
走
す
る
が
信
長
に

は
許
し
て
も
ら
え
な
い
。

こ
の
年
の
秋
、
気
が
晴
れ
な
い
ま
ま
利

家
は
草
木
村
の
鎮
守
八
幡
神
社
に
さ
し
か

か
り
、
豪
農
多
左
衛
門
に
出
会
う
。
草
木

村
に
前
田
利
家
の
縁
者
、
前
田
与
十
郎
が

い
た（
正
盛
院
過
去
帳
に
名
前
あ
り
）。
利

家
は
し
ば
ら
く
こ
の
地
で
過
ご
し
村
人
に

も
世
話
に
な
っ
た
の
で
、戦
で
使
っ
た
�
刀

一
本
と
旗
一
片
�
を
戦
勝
の
お
礼
と
心
願

成
就
を
祈
る
た
め
、
八
幡
神
社
の
神
前
に

奉
納
し
た
い
と
与
十
郎
に
申
し
出
る
。
そ

の
後
、
八
幡
神
社
に
神
宝
と
し
て
ま
つ
ら

れ
る
。（
永
禄
四
年
、
利
家
は
美
濃
の 
斎  
藤 

さ
い 
と
う

 
竜  
興 
攻
略
の
活
躍
で
信
長
か
ら
信
頼
を
回

た
つ 
お
き

復
。）神

社
近
く
の
畑
を
耕
す
高
齢
の
男
性
に

刀
と
旗
の
こ
と
を
尋
ね
て
み
る
。「
ず
っ
と

昔
か
ら
草
木
に
住
ん
で
い
る
が
、
見
た
こ

と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
ね
」
と
答
え
が

返
っ
て
き
た
。
地
元
の
人
で
も
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
伝
説
の
よ
う
だ
。

利
家
は「
菅
原
道
真
公
の
末
裔
で
あ
る
」

と
公
言
し
て
い
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
前

田
家
の
家
紋
は
梅
鉢
。
道
真
は
阿
久
比
の

郷
を
開
い
た
と
言
わ
れ
る
� 
英  
比  
麿 
�
の

え 

び 
ま
ろ

祖
父
。
梅
は
阿
久
比
町
の
花
。
二
つ
の
共

通
点
か
ら
因
縁
め
い
た
も
の
を
感
じ
る
。

「
草
木
に
立
ち
寄
っ
た
場
面
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
『
利
家
と
ま
つ
』
で
や
っ
た

か
な
あ
」
と
友
人
に
尋
ね
る
。「
ど
う
で

し
ょ
う
。
今
度
の
日
曜
日
か
ら
し
っ
か
り

見
ま
す
」。「
そ
う
だ
ね
。
今
は
『
風
林
火

山
』
だ
け
ど
ね
・
・
・
・
」。

神
宝
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

畑
で
満
開
に
咲
く
梅
の
花
が
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
と
て
も
美
し
か
っ
た
。

八幡神社由来が記された石碑

46
草木
川 

卍 正盛院 

八幡神社 八幡神社 

草木公民館 
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「
さ
っ
ち
ゃ
ん
、
あ
そ
ぼ
」

　

ま
い
日
く
る
の
は
、
近
所
に
一
人
で

住
ん
で
い
る
お
ば
あ
さ
ん
で
す
。

　

さ
っ
ち
ゃ
ん
は
三
さ
い
に
な
っ
た
ば

か
り
で
す
。
春
か
ら
は
保
育
園
に
い
く

の
で
す
が
、
マ
マ
が
お
仕
事
に
い
っ
て

い
る
あ
い
だ
は
、
ば
ー
ば
の
家
で
犬
の

チ
ロ
が
相
手
で
す
。

　

さ
っ
ち
ゃ
ん
は
チ
ロ
が
あ
ま
り
う
る

さ
い
の
で
、
チ
ロ
の
口
を
両
手
で
つ
か

ん
で
か
ん
だ
の
で
す
。
チ
ロ
の
鼻
の
あ

た
り
か
ら
、
血
が
出
て
キ
ャ
ン
キ
ャ
ン

と
な
き
ま
し
た
。
ば
ー
ば
も
び
っ
く
り

で
す
。

　

そ
ん
な
時
で
す
。
と
な
り
の
お
ば
あ

さ
ん
の
声
が
し
て
、
さ
っ
ち
ゃ
ん
は
外

へ
と
び
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
車
庫
か
ら
出
て
は
だ
め
で
す
よ
」

　

ば
ー
ば
の
声
が
家
の
中
か
ら
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。

　

さ
っ
ち
ゃ
ん
も
、
と
な
り
の
お
ば
あ

さ
ん
も
、
道
へ
出
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

「
さ
っ
ち
ゃ
ん
、
き
ょ
う
は
ミ
ニ
ト
マ

ト
持
っ
て
き
た
よ
」

　

紙
に
つ
つ
ん
で
毎
日
も
っ
て
く
る
の

で
す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
冷
凍
で
す
。

　

さ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
と
な
り
の
お
ば
あ

さ
ん
と
、
い
え
に
い
る
ば
ー
ば
が
い
る

の
で
、
呼
ぶ
の
に
こ
ま
っ
て
、
お
ば
あ

さ
ん
に

「
お
ば
あ
さ
ん
の
、
な
ま
え
お
し
え
て
」

と
、
き
き
ま
し
た
。

「
お
お
そ
う
か
、
わ
し
は
さ
っ
ち
ゃ
ん

の
名
前
し
っ
と
っ
た
が
、
わ
し
の
名
前

は
の
う
『
う
め
』
う
め
ば
あ
さ
ん
だ
が

ね
」

　

さ
っ
ち
ゃ
ん
は
「
う
め
ち
ゃ
ん
」
と

よ
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

う
め
ば
あ
さ
ん
は
毎
日
よ
く
あ
そ
ん

で
く
れ
る
の
だ
が
、
さ
っ
ち
ゃ
ん
は
き

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
う
め
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
き
て
い
る
赤

い
ふ
く
は
、
ジ
ャ
ン
バ
・
・
・
ベ
ス
ト

?
」

と
、
き
き
ま
し
た
。
う
め
ち
ゃ
ん
は
、

よ
ご
れ
て
い
て
中
か
ら
白
い
わ
た
が
少

し
見
え
る
と
こ
ろ
を
、
手
で
な
で
な
が

ら
、

「
こ
れ
か
ね
、
わ
し
が
六
十
さ
い
に

な
っ
た
と
き
に
、
一
人
む
す
め
が
買
っ

て
く
れ
た
『
で
ん
ち
』
だ
が
ね
」

と
、
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
わ
か
っ
た
よ
う
で
、

わ
か
ら
な
い
よ
う
で
し
た
。

　

ば
ー
ば
は
、
う
め
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
、

も
う
七
十
さ
い
は
す
ぎ
て
い
る
だ
ろ
う

と
、
思
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ば
ー
ば
も
で
ん
ち
あ
る
」　

さ
っ

ち
ゃ
ん
に
聞
か
れ
て
、
ば
ー
ば
は
電
池

だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
何
に
入
れ
る
の
、
お
人
形
、
電
車
に
」

「
ち
が
う
ち
が
う
、
う
め
ち
ゃ
ん
が
き

て
い
る
赤
い
ベ
ス
ト
の
で
ん
ち
の
こ

と
」

　

ば
ー
ば
は
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
し
た
。

「
ば
ー
ば
は
、
ま
だ
六
十
さ
い
に
な
ら

な
い
か
ら
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
な
い

よ
」

　

さ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
、

と
き
い
て
、
く
び
を
か
し
げ
ま
し
た
。

　

う
め
ち
ゃ
ん
は
毎
日
あ
そ
び
に
来
て

く
れ
る
の
で
ば
ー
ば
は
た
す
か
り
ま
し

た
。

「
さ
っ
ち
ゃ
ん
、
さ
っ
ち
ゃ
ん
見
つ
け

た
か
ー
ら
出
て
お
い
で
」

　

う
め
ち
ゃ
ん
が
手
を
た
た
い
て
、
う

た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

何
を
し
て
い
る
の
か
気
に
な
り
、

ば
ー
ば
が
外
へ
出
て
み
る
と
、

「
み
つ
か
っ
た
ー
の
で
、
で
て
き
た
よ
」

と
、
門
の
か
げ
か
ら
、
ス
キ
ッ
プ
を
し

な
が
ら
、
さ
っ
ち
ゃ
ん
が
手
を
た
た
い

て
、
う
た
い
な
が
ら
出
て
き
ま
し
た
。

　

ば
ー
ば
は
、
お
も
し
ろ
い
か
く
れ
ん

ぼ
だ
と
見
て
い
る
と
、

「
ば
ー
ば
も
中
か
ら
で
て
き
た
よ
」

と
、
う
め
ち
ゃ
ん
と
、
さ
っ
ち
ゃ
ん
と

手
を
た
た
い
て
う
た
い
は
じ
め
ま
し
た
。

　

ば
ー
ば
は
て
れ
く
さ
い
が
、
ス
キ
ッ

プ
を
し
て
、
手
を
た
た
き
ま
し
た
。

　

さ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
ほ
い
く
え
ん
へ
行

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

う
め
ば
あ
さ
ん
を
見
る
こ
と
も
な
く

な
り
、
何
年
も
す
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
の
こ
と
、
う
め
ば
あ

さ
ん
が
い
つ
も
の
で
ん
ち
を
き
て
、

ば
ー
ば
の
家
に
き
、

「
さ
っ
ち
ゃ
ん
は
大
き
く
な
っ
た
で

し
ょ
う
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
か
ら
、
さ
っ
ち
ゃ
ん
に
あ
げ
た

く
て
、
だ
い
す
き
だ
っ
た
か
ら
ね
」

と
、
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

う
め
ば
あ
さ
ん
は
、
赤
い
で
ん
ち
の
、

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
て
い
ま
し
た
。

　

さ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
中
学
生
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

う
め
ば
あ
さ
ん
が
、
そ
の
日
か
ら
何

日
か
す
ぎ
た
こ
ろ
、
亡
く
な
っ
た
こ
と

を
、
ば
ー
ば
は
知
り
ま
し
た
。

　

ば
ー
ば
も
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を

着
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

う
め
ば
あ
さ
ん
の
空
き
家
の
庭
に
は

今
年
も
梅
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

し
ろ
や
ま
会
員　
　

中
川　

か
な
め

赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ 

赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ 

赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ 
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Information

お知らせ  
InformationInformation

有害鳥獣駆除を実施 

注意してください 注意してください 

車両通行止め 
延長のお知らせ 
車両通行止め 
延長のお知らせ 

猟友会阿久比支部の協力で次のと
おり有害鳥獣駆除を実施します。
実施地区付近の皆さんは十分注意

してください。

□実施日
３月４日（日）、３月１１日（日）、
３月１８日（日）、３月２１日（祝）

□時　間
日の出から日の入りまで

□実施地区
板山・福住・矢口・高岡・植地
区（地図参照）

□駆除方法
散弾銃による駆除

知多半島道路の橋りょう修繕工事
に伴う、町道２２０４号線の終日車両通行
止め期間を延長します。ご迷惑をおか
けしますがご協力をお願いします。
歩行者、自転車は通行できます。

□通行止め期間　４月３０日まで

□工事場所
阿久比町大字白沢字ニ反ノ田
地内

□ 施工業者
㈱岡戸組　�（４８）１９８１

□ 問い合わせ先　
愛知県道路公社知多有料道路
事務所　�（２１）２７２１

阿久比町全図
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□
勤
務
場
所　

産
業
課

□
職
務
内
容　

産
業
課
一
般
事
務

□
募
集
人
員  
一
人

□
勤
務
期
間  
四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間  
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
九
時
〜
午
後
三
時

□
賃　
　

金  
七
百
二
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格  
年
齢
六
十
三
歳（
平
成
十
九

年
四
月
一
日
現
在
）ま
で
の
健
康
で
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

□
試　
　

験  
面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類  
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）

□
申
込
期
限  
三
月
十
五
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

産
業
課
�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
２
７
）

�□
勤
務
場
所　

給
食
セ
ン
タ
ー
ほ
か

□
職
務
内
容　

栄
養
指
導
、給
食
業
務
な
ど

□
募
集
人
員  
一
人

□
勤
務
期
間  
五
月
二
十
八
日
〜
平
成
二

十
年
三
月
三
十
一
日

□
勤
務
時
間  
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時（
一
日
七
・
五

時
間
）

□
賃　
　

金  
千
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格  
栄
養
士
資
格
の
あ
る
年
齢

六
十
三
歳
（
平
成
十
九
年
四
月
一
日
現

在
）ま
で
の
方

□
試　
　

験  
面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�



□
提
出
書
類  
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）、
栄
養
士
免
許
証
の
写
し

□
申
込
期
限  
三
月
二
十
三
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課
児
童
福
祉
係

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
３
０
１
）

�□
勤
務
場
所　

阿
久
比
町
商
工
会

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
三
時
（
五
時
間
）

□
職
務
内
容　

記
帳
指
導

□
応
募
資
格　

年
齢
四
十
五
歳
（
平
成
十

九
年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
簿
記
三

級
以
上
の
方

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）、
健
康
診
断
書

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
比
町
商
工
会
事
務
局

�（
４
８
）７
０
８
５

�
現
在
の
半
田
建
設
高
等
職
業
訓
練
校
を

は
じ
め
西
三
河
・
知
多
地
区
の
四
校
が
、

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
統
合
さ
れ
、
愛
知

建
連
技
能
専
門
校
と
し
て
碧
南
市
汐
田
町

に
開
校
し
ま
す
。

訓
練
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
対
象　

三
十
歳
未
満
の
方
で
、
現
在
工

務
店
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
方

□
職
種
・
訓
練
期
間　

木
造
建
築
科
／
三

年　

造
園
科
／
三
年　

建
築
板
金
科
／

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�

�

�

�

�

�

�

二
年

□
訓
練
時
間　

毎
月
三
回
〜
四
回
土
曜
日

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
四
十
分

□
授
業
料　

月
額
五
千
円

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

三
月
三
十
日（
金
）ま
で
に
事
業
主
経
由

で
願
書
を
半
田
建
設
高
等
職
業
訓
練
校

事
務
局
�（
２
２
）９
７
４
３
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

�
 
平
成
十
九
年
度
第
一
回

 
危
険
物
取
扱
者
試
験

□
試
験
日
な
ど

四
月
二
十
二
日（
日
）

乙
種
第
１
類
〜
６
類
・
丙
種

□
試
験
会
場　

名
古
屋
市
内

□
受
付
期
間

三
月
十
九
日（
月
）〜

三
月
二
十
七
日（
火
）

□
試
験
手
数
料

乙
種　

三
千
四
百
円

丙
種　

二
千
七
百
円

※　

手
数
料
は
受
験
願
書
に
同
封
の
郵
便

振
込
用
紙
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

�
０
５
２（
９
６
２
）１
５
０
３

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

防
災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

 
平
成
十
九
年
度
第
一
回

 
危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

□
講
習
日
時

四
月
十
三
日（
金
）

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

知
多
市
民
体
育
館

□
定　

員　

百
人

□
講
習
内
容

乙
種
第
４
類
・
丙
種
が
対
象

□
受
付
期
間

三
月
五
日（
月
）〜
四
月
十
二
日（
木
）

※　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

□
講
習
費
な
ど

受
講
料　

四
千
円

テ
キ
ス
ト
代　

二
千
八
百
円

□
問
い
合
わ
せ
先

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac－ net.ne.jp/̃chita

chu/

�
刑
事
裁
判
で
は
、
被
告
人
が
日
本
語
を

理
解
で
き
な
い
場
合
、
法
廷
で
の
や
り
と

り
を
通
訳
す
る
人
（
通
訳
人
）
を
付
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
が
被
告
人
と
な
る
刑
事
事
件
が

増
え
て
、
通
訳
を
必
要
と
す
る
裁
判
が
増

え
て
い
ま
す
。
裁
判
所
で
は
通
訳
人
候
補

者
を
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

名
古
屋
地
方
裁
判
所
刑
事
訟
廷
事
務
室

庶
務
係
�
０
５
２（
２
０
３
）１
６
１
１
、

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
刑
事
局

第
二
課
�
０
３（
３
２
６
４
）８
１
１
１

�

�

�

�

�

�

�

�

Information

お知らせ  
InformationInformation

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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Information

家
電
製
品
、
燃
焼
器
具
、
乳
幼
児
用
品
、

レ
ジ
ャ
ー
用
品
な
ど
の
消
費
生
活
用
製
品

が
原
因
で
、
消
費
者
が
死
亡
、
重
傷
、
一

酸
化
炭
素
中
毒
、
火
災
な
ど
の
重
大
製
品

事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
製
品
の
製
造
事
業

者
、
輸
入
事
業
者
は
、
十
日
以
内
に
国
に

対
し
て
報
告
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

報
告
の
義
務
者
は
、
製
品
の
製
造
・
輸

入
事
業
者
で
、
事
業
規
模
の
大
小
問
わ
ず

適
用
さ
れ
ま
す
。

小
売
販
売
事
業
者
、
修
理
事
業
者
、
設

置
工
事
事
業
者
が
重
大
製
品
事
故
の
発
生

を
知
っ
た
と
き
は
、
製
造
事
業
者
、
輸
入

事
業
者
に
通
知
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
法
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
関
係
事
業
者
の
方
は
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

□
日
時　

三
月
十
三
日（
火
）午
前
十
時
〜

□
場
所　

名
古
屋
合
同
庁
舎
二
号
館　

八

階
共
用
大
会
議
室（
名
古
屋
市
中
区
三

の
丸
２
―
５
―
２
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

中
部
経

済
産
業
局
産
業
部
消
費
経
済
課
製
品
安

全
室　

�
０
５
２（
９
５
１
）０
５
７
６

�
愛
知
県
労
働
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り

平
成
十
九
年
度
文
化
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田（
半
田
勤
労
福
祉
会
館
）

�（
２
３
）２
２
５
５

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

三
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
ナ

ゴ
ヤ
ド
ー
ム
で
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
２
０
０

７
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
は
、
全
国
一
の
生

産
額
を
誇
る
愛
知
県
の
花
が
美
を
競
う

「
あ
い
ち
花
フ
ェ
ス
タ
」
と
、
国
内
で

最
も
歴
史
が
あ
る
「
名
古
屋
国
際
蘭
展
」

が
一
緒
に
な
っ
た
日
本
最
大
級
の
フ
ラ

ワ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

八
回
目
と
な
る
今
回
も
、知
多
地
域
の

花
き
生
産
者
で
構
成
す
る
知
多
花
き
組

合
連
合
会
が
、「
知
多
半
島
か
ら
花
だ
よ

り
」を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
し
て
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
開
催
日
時　

三
月
十
五
日（
木
）〜
二

十
一
日（
祝
）午
前
九
時
半
〜
午
後
五
時

※　

十
六
日（
金
）
と
十
七
日（
土
）は
午

後
八
時
ま
で

□
入 
場 
料

大
人　

千
八
百
円（
前
売
り
千
五
百
円
）

中
高
生　

千
二
百
円
（
前
売
り
千
円
）

小
学
生
以
下
無
料

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

�

３
月
定
例
議
会
を
開
催
し
ま
す

平
成
十
九
年
阿
久
比
町
議
会
第
一
回

定
例
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時

三
月
八
日（
木
）
午
前
十
時
か
ら

□
問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
４
１
）

受講料開講日講師講座内容科目

１期（３カ月）
７，５００円

月２回第２・４土曜日
午前１０時～正午
午後１時～午後３時

日本画家
（日本美術院）
小柴年弘 先生

墨と筆が綾なす清美…墨の濃淡によ
る技法など、水墨画の基礎から高度な
技術までを指導します。

水墨画

１期（３カ月）
７，５００円

（粘土・焼成代別）

月２回第１・３土曜日
午前１０時３０分～午後０時３０分
午後１時３０分～午後３時３０分

陶芸家（常滑）
中野敦得 先生

土練り、成形、絵付など一連の陶芸技術と
知識を実技指導します。粘土の持ち帰りに
よる家庭自習もできます。

陶 芸

１期（３カ月）
７，５００円

月２回第２・４火曜日
午前１０時～正午

日本絵手紙協会
評議員

奥田恵美子 先生

身近にある野菜、くだもの、草花などをはがきや巻紙
に描き、余白にメッセージを添えたものです。この絵手
紙を味わい深い作品にするための方法を指導します。

絵手紙

■ 募集科目の講座内容
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知多花き組合連合会が
「フラワードーム２００７」に出展

２月１５日、知多花き連阿久比花き協議会の皆さんが
フラワードームのPRに訪れました。
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

人 口 と 世 帯
世帯数　 ８，２０７　　（　１）

人　口　２４，９９２人（△１１）

　男　　１２，３８４人（△１６）

　女　　１２，６０８人（　５）

（　　）は前月との増減数

１月中の異動

　出生　１４　転入　 ５９

　死亡　１７　転出　 ６６

平成１９年２月１日現在

固定資産価格等の縦覧
固定資産税の納税者（土地・家屋の所有者）が、町内の他の土地・家屋との価格（評価額）の比較

ができるように平成１９年度の土地・家屋の価格などが登録されている「土地価格等縦覧帳簿」と「家
屋価格等縦覧帳簿」を次のとおり縦覧します。
□縦覧場所　役場税務課
□縦覧期間　４月２日（月）～５月１日（火）午前８時３０分～午後５時１５分（土曜・日曜日、祝日は除く）
※　土地の所有者は「土地価格等縦覧帳簿」を、家屋の所有者は「家屋価格等縦覧帳簿」を見ること
　ができます。
□手数料　無料
□写しの交付　不可
□縦覧に必要なもの
・印鑑または納税者本人であることが確認できるもの（納税通知書または課税明細書など）
・納税者以外の方は、委任状が必要
固定資産課税台帳の閲覧
固定資産課税台帳の納税者本人に関する部分については、いつでも閲覧できます。また借地人・借

家人などの方も閲覧できます。
□閲覧場所　役場税務課
□閲覧期間　通常の役場の業務時間内
□手数料　２００円　※　縦覧期間（４月２日～５月１日）は無料
□写しの交付　可（手数料１枚１０円）
□閲覧に必要なもの
・印鑑または本人であることが確認できるもの
・借地人などについては、その権利を示す書類（賃貸契約書など）
・本人以外の場合は、委任状が必要
審査の申出
自己の所有する固定資産の価格に不服がある場合は、固定資産評価審査委員会に審査を申し出るこ

とができます。審査申出期間は、４月１日から納税通知書の交付を受けた日後６０日までです。
□ 問い合わせ先　税務課　�（４８）１１１１（内２１８）

固固固固固固固固固固定定定定定定定定定定資資資資資資資資資資産産産産産産産産産産価価価価価価価価価価格格格格格格格格格格等等等等等等等等等等のののののののののの縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧をををををををををを行行行行行行行行行行いいいいいいいいいいまままままままままますすすすすすすすすす固定資産価格等の縦覧を行います

広
報　

あ 
ぐ 
い

929

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。

◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。

◎ボランティア活動に、すすんで参加します。


